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アピールポイント つながりたい分野（産業界、自治体等）

・口のピロリ菌のその後の感染機序と制御に興
味のある、医学領域、その他の分野や企業。
・ピロリ菌の除菌により胃がんの発症の予防を
目指している医科系の施設や自治体など。

医科歯科連携の発展に加えて、ピロリ菌除菌
戦略の計画や、除菌補助用薬品の開発など、医
薬品関連領域への応用も期待されます。

う蝕学分野 https://www5.dent.niigata-u.ac.jp/~restend/restend.html
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WHO（世界保健機関）は、ピロリ菌が胃がんの
原因因子であると認定し、ピロリ菌除菌が胃がん
の予防効果を高めると認め、各国ごとに戦略を立
てるように勧告しています。ピロリ菌は胃の内部
以外にも、口腔内からも高確率で検出されます。
しかしながら、口腔ピロリ菌はDNAでしか検出法
が確立しておらず、口腔内に存在するピロリ菌が
胃の感染とどのように関係しているか、わかって
いません。
私たちは、日本における胃のピロリ菌感染が減
少しつつあるにもかかわらず、若年層（24~34
歳）でも20％以上の人が口腔内にピロリ菌DNA
を保有していることを明らかにしました。また、
ピロリ菌に感染したことがある人は高い頻度で口
腔ピロリ菌が検出されています。そこで私たちは、
胃と口腔のピロリ菌のDNA相同性を解析し、関連
性があるのかを研究しております。高い相同性が
あることが確認できれば、ピロリ菌の感染経路や
供給路を示唆する重要なエビデンスを追加するこ
とが可能になると考えられます。
本研究の成果は、胃のピロリ菌除菌時に並行し
た口腔内清掃や洗口液の使用などを勧めるととも
に、除菌を補助する製品の開発になどに応用でき
ると考えております。
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